
無断転載・複製を禁ず

於 新春研究発表会会場 平成2 0 年3 月1 1 日

  
東
方
だ
よ
り   

第
二
十
二
号
　

  
東
方
だ
よ
り   

第
二
十
二
号
　

　
　
公
益
財
団
法
人 

中
村
元
東
方
研
究
所

　
　
東
方
学
院

平成2 5 年1 0 月1 0 日発行東方だより　第2 2 号

無断転載・複製を禁ず 編集・発行　公益財団法人中村元東方研究所1

東方だより　第1 6 号

無断転載・複製を禁ず

 菩提樹と

奈良康明常務理事

                                                

　
　

「
中
村
元
博
士
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
事
業
の
進
展
」
　
前
田
專
學
　
　

【本部（東京本校）】
〒1 0 1 - 0 0 2 1
東京都千代田区外神田2 - 1 7 - 2

延寿お茶の水ビル 4 階 
T E L  0 3 - 3 2 5 1 - 4 0 8 1
F A X  0 3 - 3 2 5 1 - 4 0 8 2

U R L  h t t p : / / w w w . t o h o . o r . j p

　

　
本
号
目
次

          

　

　
　 

　                             
                                       

理
事
長
ご
挨
拶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
頁

　
　                                 

受
賞
研
究
員
の
喜
び
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
頁

　
　                                 

新
春
研
究
発
表
会
・
仏
教
文
化
を
語
る
集
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
頁

　
　                                 

中
村
元
イ
ン
ド
哲
学
カ
フ
ェ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
頁

　
　                                 

そ
の
他
の
行
事
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
頁

　
　                                 

公
益
財
団
法
人
中
村
元
東
方
研
究
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　
６
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
日
は
中
村
元
先
生
の
ご
命
日
に
当
た
る
ば
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
大
使
館
で
の
中
村
元
東
方
学
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賞
授
賞
式
の
日
で
も
あ
り
、
ま
た
松
江
に
創
立
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
元
記
念
館
の
創
立
一
周
年
の
記
念
の
日
で
も
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
中
村
元
記
念
館
は
、
世
界
的
な
イ
ン
ド
哲
学
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏
教
学
者
で
あ
っ
た
中
村
先
生
の
ご
功
績
を
顕
彰
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
晴
ら
し
い
殿
堂
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
味
な
存
在
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
開
館
か
ら
十
一
ヶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
足
ら
ず
の
去
る
八
月
二
十
九
日
に
、
入
館
者
一
万
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
達
成
の
式
典
を
松
浦
正
敬
松
江
市
長
を
お
迎
え
し
て
行

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
翌
三
十
日
に
は
、
森
清
範
清
水
寺
貫
首
と
ひ
ろ
さ
ち
や
先
生
と
小
生

の
三
人
で
記
念
講
演
会
が
、
松
江
市
の
く
に
び
き
メ
ッ
セ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
変
に
盛
況
で

し
た
。

　
つ
い
で
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
十
四
回
学
術
大
会
が
、
先
生
の
ご
生
誕
一
〇
〇
年
記
念

の
一
環
と
し
て
、
三
十
一
日
と
九
月
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、
中
村
元
東
方
研
究
所
と
松

江
の
中
村
元
記
念
館
東
洋
思
想
文
化
研
究
所
と
の
共
催
で
、
成
功
裡
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開

催
さ
れ
た
場
所
は
、
ま
さ
し
く
中
村
先
生
の
ご
生
誕
地
、
松
江
市
殿
町
に
建
っ
て
い
る
県
民
会

館
で
、
十
部
会
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
近
く
の
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
二
階
瑞
雲
で
の

夜
の
懇
親
会
に
は
、
三
～
四
百
名
の
方
々
が
集
ま
り
、
斎
藤
明
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
理
事
長

の
挨
拶
、
淸
水
谷
善
圭
中
村
元
記
念
館
東
洋
思
想
文
化
研
究
所
理
事
長
の
歓
迎
の
辞
、
溝
口
善

兵
衛
島
根
県
知
事
の
祝
辞
と
松
浦
松
江
市
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
宴
は
た
け
な
わ
と
な
り
ま
し

た
。
大
会
二
日
目
の
午
後
に
は
、
四
つ
の
パ
ネ
ル
発
表
が
あ
り
、
そ
の
中
の
一
つ
に
ハ
ー
ン
が

「
神
々
の
国
の
首
都
」
と
し
て
世
界
に
紹
介
し
た
松
江
に
相
応
し
い
「
出
雲
神
話
と
日
本
仏

教
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
は
、
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
に
宮
本
正
尊
東
大
教
授
を
初
代

理
事
長
と
し
て
発
足
し
、
現
在
会
員
数
約
二
三
〇
〇
名
を
擁
す
る
、
人
文
系
の
学
会
と
し
て

は
日
本
で
最
大
規
模
の
全
国
学
会
で
す
。
か
つ
て
中
村
先
生
は
理
事
と
し
て
貢
献
さ
れ
、
毎

回
研
究
発
表
を
さ
れ
た
縁
の
深
い
学
会
で
す
。
韓
国
、
中
国
、
台
湾
、
タ
イ
、
ア
メ
リ
カ
な

ど
の
海
外
の
研
究
者
も
会
員
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
に
は
、
ソ
ウ
ル

の
東
国
大
学
で
学
術
大
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
六
十
二
年
の
歴
史
を

も
つ
こ
の
学
会
で
、
か
つ
て
今
ま
で
、
大
学
以
外
の
、
私
ど
も
の
よ
う
な
公
益
財
団
法
人
が

学
術
大
会
の
開
催
校
と
な
っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
来
年
（
二
〇
一
四
）
は
ま
た
、
七
月
十
九
日
（
土
）
と
二
十
日
（
日
）
の
二
日
間
に
わ

た
っ
て
、
ご
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
事
業
の
掉
尾
を
飾
る
も
の
と
し
て
、
比
較
思
想
学
会
の
学

術
大
会
が
中
村
元
記
念
館
で
開
催
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
比
較
思
想
学
会
は
、
昭
和
四
十
九
（
一
九
七
四
）
年
に
、
日
本
に
お
け
る
比
較
思
想
の
開

拓
者
で
あ
っ
た
中
村
先
生
を
中
心
と
し
て
成
立
し
、
現
在
、
約
七
〇
〇
名
の
会
員
を
有
す
る

全
国
学
会
で
、
今
年
、
創
立
四
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
中
村
先
生
が
、
と
り
わ
け
、
日
本
の
哲
学
、
思
想
研
究
に
つ
い
て
は
、
専
門
領
域
の
内
に

閉
じ
込
も
り
、
文
献
研
究
の
み
に
陥
り
が
ち
な
こ
と
を
強
く
懸
念
さ
れ
、
昭
和
六
十
三
（
一

九
八
八
）
年
に
「
奴
隷
の
学
問
を
乗
り
超
え
て
」
と
題
し
た
特
別
講
演
を
行
わ
れ
、
日
本
の

学
問
領
域
に
お
け
る
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
超
え
た
研
究
の
在
り
方
の
必
要
性
を
説
か
れ
、

「
自
主
的
な
学
問
を
進
め
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
た
学
会
で
あ
り
ま
す
。

  

当
中
村
元
東
方
研
究
所
で
は
、
す
で
に
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
十
ヶ
月
後
に
迫
っ
た
学

術
大
会
の
準
備
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
諸
記
念
事
業
が
、
先
生
の
輝
か

し
い
ご
功
績
を
顕
彰
し
、
そ
の
高
邁
な
理
想
の
実
現
に
一
歩
で
も
、
二
歩
で
も
向
か
う
も
の

で
あ
る
こ
と
を
念
願
し
、
ひ
き
続
き
、
皆
様
方
の
温
か
い
ご
理
解
と
、
ご
協
力
と
、
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
一
〇
月
一
〇
日
　

 

理
事
長
ご
挨
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「
鈴
木
学
術
財
団
特
別
賞
を
受
賞
し
て
」

     

　
　
　 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

田
中 

公
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
理
事
長
の
斎
藤
明
教
授
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
、
拙
宅
に
電
話
が
あ
っ
た
の
は
松
江
の
学
術
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
あ
と
二
日
に
迫
っ
た
八
月
二
十
九
日
の
夕
刻
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ
た
。
斎
藤
教
授
か
ら
の
連
絡
に
は
悪
い
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
多
い
（
ち
な
み
に
前
回
は
、
高
崎
直
道
先
生
の
訃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
報
）
の
で
驚
い
た
が
、
今
回
は
よ
い
知
ら
せ
で
拙
著

『
イ
ン
ド
に
お
け
る
曼
荼
羅
の
成
立
と
発
展
』(

春
秋
社)

が
鈴
木
学
術
財
団
特
別
賞

に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
か
ら
、
三
十
一
日
の
総
会
に
出
席
す
る
よ
う
に
と
の
話
で

あ
っ
た
。
筆
者
の
発
表
は
九
月
一
日
の
午
前
だ
っ
た
の
で
、
当
日
の
朝
一
番
の
フ
ラ

イ
ト
で
松
江
に
行
き
、
同
日
の
夜
行
で
帰
京
す
る
予
定
だ
っ
た
。
や
む
な
く
フ
ラ
イ

ト
を
三
十
一
日
に
変
更
し
、
急
き
ょ
松
江
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
今
回
は
、
は
じ
め
て
中
村
元
東
方
研
究
所
が
当
番
校
と
な
り
、
中
村
先
生
の
生
誕

地
で
あ
る
松
江
で
開
催
さ
れ
た
学
術
大
会
で
あ
る
。
そ
の
た
め
前
田
理
事
長
を
は
じ

め
事
務
局
員
の
ご
苦
労
は
い
か
ば
か
り
か
と
察
せ
ら
れ
た
。
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
私

だ
け
が
、
こ
の
よ
う
な
栄
誉
に
浴
す
る
こ
と
は
非
常
に
心
苦
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

同
賞
の
創
設
に
当
た
っ
て
は
、
鈴
木
大
拙
博
士
の
愛
弟
子
で
あ
っ
た
古
田
紹
欽
先
生

の
お
力
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
私
の
ネ
パ
ー
ル
留
学
に
際
し
て
、
出
光
美
術
館

か
ら
奨
学
金
を
出
し
て
頂
い
た
の
も
古
田
先
生
で
あ
る
。
今
回
の
受
賞
に
、
前
田
理

事
長
・
斎
藤
教
授
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
お
力
添
え
が
あ
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
、
中
村
・
古
田
両
先
生
の
冥
助
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
は
、
日
本
の
人
文
系
で
は
最
大
級
の
学
会
で
あ
る
。
し
か

し
私
た
ち
の
学
界
を
巡
る
環
境
は
、
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
最
近
は
、
基
礎

研
究
を
軽
視
し
、
す
ぐ
に
社
会
の
役
に
立
つ
応
用
研
究
ば
か
り
が
も
て
囃
さ
れ
る
風

潮
が
世
を
覆
っ
て
い
る
。
し
か
し
応
用
研
究
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
リ
ー
ダ
ー

の
社
会
的
地
位
や
集
金
力
な
ど
が
も
の
を
言
う
。
こ
れ
に
対
し
て
地
道
な
基
礎
研
究

は
、
研
究
者
一
人
一
人
の
熱
意
と
努
力
こ
そ
が
命
で
あ
る
。
私
た
ち
民
間
の
研
究
所

で
働
く
研
究
者
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
道
な
基
礎
研
究
を
積
み
重
ね
て
ゆ
く
べ
き
だ
と

考
え
て
い
る
。

研 

究 

員 

の 

受 

賞 

相 

次 

ぐ 

　
　  

そ 

の 

喜 

び 

の 

声

 

「
第
八
回
東
海
印
度
学
仏
教
学
会
賞(

学
術
賞)

を
受
賞
し
て
」

     

　
　
　 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
間 

留
理
子

　
こ
の
度
の
受
賞
に
際
し
て
様
々
な
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
私
が
は
じ
め
て
印

度
学
仏
教
学
に
興
味
を
も
っ
た
の
は
、
大
阪
外
国
語
大
学
で
タ
イ
語
を
専
攻
し
て

い
た
時
で
す
。
そ
の
頃
、
故
中
村
元
博
士
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
市
民
大
学
講
座
に
お
い
て

「
東
洋
の
こ
こ
ろ
」
と
題
し
、
イ
ン
ド
等
の
ア
ジ
ア
の
宗
教
文
化
に
つ
い
て
お
話

し
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
広
汎
な
地
域
や
時
代
を
扱
い
な
が
ら
も
要
点
を
押
さ
え

て
分
か
り
易
く
解
説
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
れ
が
契
機
の
一
つ
と

な
り
、
イ
ン
ド
の
宗
教
文
化
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
中
村

博
士
が
翻
訳
さ
れ
て
い
た
『
ブ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば
　
感
興
の
こ
と
ば
』
（
岩

波
文
庫
）
等
を
読
み
、
大
学
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
や
パ
ー
リ
語
を
学
び
ま
し

た
。
そ
し
て
名
古
屋
大
学
大
学
院
に
進
学
し
、
イ
ン
ド
の
宗
教
文
化
や
美
術
等
を

本
格
的
に
勉
強
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
院
で
は
、
ア
ジ
ア
各
地
で
絶
大

な
信
仰
を
集
め
る
観
自
在
（
観
音
）
に
興
味
を
も
つ
と
と
も
に
、
ヨ
ー
ガ
的
行
法

の
普
遍
性
や
多
様
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
対
象
は
、
「
『
イ
ン
ド
密
教
の
観
自
在
研
究
』
（
山
喜
房
仏
書

林
）
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
研
究
活
動
」
で
す
が
、
そ
れ
ら
に
は
、
観
自
在
の
図

像
学
的
研
究
、
ま
た
密
教
的
観
想
法
（
サ
ー
ダ
ナ
）
を
幅
広
く
ヨ
ー
ガ
と
い
う
視

点
か
ら
捉
え
た
研
究
、
さ
ら
に
観
自
在
の
説
話
研
究
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
般

に
研
究
対
象
を
捉
え
る
際
に
は
、
微
視
的
視
点
や
巨
視
的
視
点
が
あ
り
ま
す
が
、

中
村
博
士
は
そ
れ
ら
両
方
を
兼
ね
備
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
「
東
洋
の
こ
こ
ろ
」

の
名
講
義
に
は
、
そ
の
よ
う
な
複
眼
的
視
点
が
生
か
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
今
後
私
も
こ
う
し
た
視
点
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
後
に
、
大
学
時
代
に
読
ん
で
感
銘
を
受
け
た
ブ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
の
名
言
の
一
つ
を
も
っ
て
結
語
に
代
え
た
い
と
思
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
「
戦
場
に
お
い
て
百
万
人
に
勝
つ
よ
り
も
、
唯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
一
つ
の
自
己
に
克
つ
者
こ
そ
、
じ
つ
に
最
上
の
勝
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
で
あ
る
」
（
中
村
元
博
士
訳
『
真
理
の
こ
と
ば
（
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
マ
パ
ダ
）
』
よ
り
）
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東
方
学
院
は
、
東
京
本
校
・
関
西
教
室
・
中
部
教
室
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
来
春
か
ら

は
松
江
教
室
も
開
設
。
一
九
七
三
年
の
設
立
か
ら
、
イ
ン
ド
哲
学
や
仏
教
思
想
な
ど
の
東

洋
思
想
を
中
心
と
し
て
、
講
師
と
受
講
者
で
あ
る
研
究
会
員
と
が
共
に
学
び
、 

共
に
真
理

を
探
究
す
る
と
い
う
理
念
の
下
に
、
現
代
の
寺
子
屋
と
し
て
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

受
講
者
が
お
一
人
で
も
開
講
す
る
た
め
、
多
岐
に
わ
た
る
講
座
の
な
か
に
は
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
行
わ
れ
る
講
座
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
学
院
の
理
想
に
賛
同
し
て
集
ま
っ
た
最
高

レ
ベ
ル
の
講
師
陣
が
、
学
歴
・
職
業
・
年
齢
・
性
別
・
国
籍
に
と
ら
わ
れ
ず
、 

真
に
学
問

を
愛
す
る
人
の
た
め
に
、
懇
切
丁
寧
に
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。 
現
在
の
研
究
会
員

は
、
現
役
大
学
生
か
ら
九
〇
歳
の
方
ま
で
、
約
二
〇
〇
名
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

【
東
京
本
校
】
　
　
前
田
專
學
学
院
長
を
は
じ
め
と
す
る
四
〇
名
ほ
ど
の
講
師
陣
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
て
、
入
門
講
座
か
ら
大
学
院
レ
ベ
ル
の
専
門
的
な
講
座
ま
で
、
五
〇
も

　
　
　
　
　
　
　
の
多
彩
な
講
座
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

【
関
西
教
室
】
　
　
二
〇
名
ほ
ど
の
講
師
陣
が
寺
社
や
自
宅
を
教
室
と
し
て
、
約
二
十
五

　
　
　
　
　
　
　
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。
年
に
二
回
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
「
中
村
元

　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
哲
学
カ
フ
ェ
」
を
開
い
て
お
り
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
入
口
と

　
　
　
　
　
　
　
し
て
人
気
で
す
。

【
中
部
教
室
】
　
　
一
〇
名
ほ
ど
の
講
師
陣
が
寺
社
や
自
宅
を
教
室
と
し
て
、
約
十
五
講

　
　
　
　
　
　
　
座
を
開
い
て
い
ま
す
。
「
仏
教
文
化
を
語
る
集
い
」
や
「
イ
ン
ド
文
化

　
　
　
　
　
　
　
入
門
」
な
ど
の
公
開
講
座
な
ど
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。
　

       

　*  

一
人
で
も
多
く
の
方
に
こ
の
集
い
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、         

              

心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

　
　

        

東 

方 

学 

院      

ご 

案 

内   

　   

　
　

　

 

　    

　

　

東
方
学
院
で
は
、
各
種
講
座
の
内
容
・
受
講

料
・
お
申
し
込
み
方
法
な
ど
を
記
載
し
た 

『 

東
方
学
院
・
受
講
の
手
引
き
』
を
配
布
い

た
し
て
お
り
ま
す
（
無
料
）
。
ご
希
望
の
場

合
は
、
事
務
局
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平成2 5 年1 0 月1 0 日発行

　   

仏
教
文
化
を
語
る
集
い
～
『
般
若
心
経
』
で
カ
フ
ェ
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
三
年
三
月
六
日
（
水
）
に
、
名
古
屋
市
内
に
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
中
寺
（
尾
張
徳
川
家
菩
提
寺 

浄
土
宗
）
に
て
開
催
さ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
、
「
あ
の
人
に
会
い
た
い
」
（
故
中
村
元
先
生
出
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
）
が
抜
粋
資
料
と
し
て
あ
げ
ら
れ
、
中
村
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
お
人
柄
や
も
の
の
考
え
方
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
、
佐
藤
宏
宗
研
究
員
が
、
『
般
若
心
経
』
の
サ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
リ
ッ
ト
と
漢
文
の
書
か
れ
た
資
料
を
配
布
し
、
「
色
（
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
）
」
と
「
空
（
く
う
）
」
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
概
要
を
分
か
り
易
く
解
説
し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
ド
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
者
（D

ash
, S

h
o
b
a R

an
i 

先
生
）
が
朗
読
す
る
『
般
若
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
テ
ー
プ
を
流
し
、
か
つ
て
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
に
お
い
て
唱
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
原
典
の
音
声
に
触
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
頂
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

『
般
若
心
経
』
の
最
後
に
説
か
れ
る
マ
ン
ト
ラ
（
大
神
呪
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
「
ガ
テ
ー
、
ガ
テ
ー
」
と
い
う
言
葉
は
、
女
性
名
詞
「
ガ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

タ
ー
」
（
行
っ
た
女
性
）
、
す
な
わ
ち
、
「
般
若
波
羅
蜜
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
多
）
」
へ
の
呼
び
か
け
の
か
た
ち
で
あ
り
、
「
般
若
（
智
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慧
）
」
は
女
神
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
パ
ー
ル
な
ど
で
は
、
般
若
経
典
そ
の
も
の
が
、
礼
拝
対
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
供
養
さ
れ
る
と
と
も
に
、
女
神
と
し
て
も
図
像
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
現
さ
れ
、
崇
拝
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
佐
久
間
留
理
子
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

員
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
の
方
々
か
ら
は
、
『
歌
舞
伎
俳
優
の
市
川
團
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
の
辞
世
の
句
「
色
（
い
ろ
）
は
空
（
そ
ら
） 

空
は
色
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の 

時
な
き
世
へ
」
は
、
『
般
若
心
経
』
と
関
係
し
て
い
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
』
と
い
う
質
問
や
、
『
能
で
用
い
ら
れ
る
般
若
の
面
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ぜ
恐
ろ
し
い
顔
を
し
て
い
る
の
か
、
女
性
の
執
念
と
関
係

　
　
　
　
　
　          

　
　
　
　
　
し
て
い
る
の
か
』
と
い
う
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
の
公
開
講
座
は
、
中
部
に
お
け
る
初
回
で
は
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が
、
会
場
の
ほ
ぼ
満
席
と
な
り
ま
す
二
十
六
名
に
の
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
参
加
者
が
あ
り
、
チ
ャ
イ
（
イ
ン
ド
の
ス
パ
イ
ス
入
り
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ク
テ
ィ
ー
）
を
楽
し
み
つ
つ
活
気
あ
ふ
れ
る
意
見
が
交
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
る
な
ど
皆
様
の
お
陰
で
幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る

　
　
　
　
　                            

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　   

     
新 
春 

研 

究 

発 

表 

会

   　
二
月
十
八
日
（
月
）
、
東
京
都

文
京
区
の
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
・
高
千
穂
の
間
に
お
い
て
、
毎

年
恒
例
の
新
春
研
究
発
表
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
の
部
で
は
、
鈴
木
一
馨
研

究
員
が
、
ア
ジ
ア
諸
国
派
遣
留
学

の
成
果
発
表
の
一
環
と
し
て
「
中

国
福
建
省
に
お
け
る
風
水
の
状
況

 -

日
本
と
の
関
係
を
視
点
と
し
て

-

」
と
題
す
る
発
表
を
行
い
、
続

い
て
、
斎
藤
明
東
京
大
学
大
学
院

教
授
が
、
「
観
自
在
（A

v
alo

k
it

eZ
v

ara

）
と
『
観
音
経
』
」
と
題

す
る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
講
演
に
は
約
一
〇
〇

名
の
参
加
者
が
あ
り
、
会
場
は
満

席
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
両

先
生
の
講
演
に
真
剣
に
聴
き
入

り
、
メ
モ
を
取
る
な
ど
、
熱
気
あ

ふ
れ
る
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
演
に
引
き
続
き
ホ
テ
ル
内
で

会
場
を
移
し
て
、
前
田
專
學
理
事

長
の
挨
拶
、
川
崎
信
定
筑
波
大
学

名
誉
教
授
に
よ
る
祝
辞
、
原
實
東

京
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
乾
杯
に

始
ま
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ご
列
席
の
三
友
健
容
立
正
大

学
教
授
、
渡
邊
寶
陽
立
正
大
学
名

誉
教
授
、
小
野
俊
彦
氏
（
日
新
製

鋼
相
談
役
）
、
千
綿
道
人
氏
（
評

議
員
）
な
ど
が
祝
辞
を
述
べ
、
盛

会
の
中
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
　

　
　
　
　
　
　

   
　
　
　
平 

成 

二 

十 

五 

年 

上 

半 

期    

　

　
行  

　  

事 

　   

報 

　   

告 

前田理事長

斎藤教授

鈴木研究員
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第
九
回 

中
村
元
イ
ン
ド
哲
学
カ
フ
ェ

              

　 

「
ヨ
ー
ガ
の
世
界 

～
生
と
死
と
～ 

」

　
平
成
二
十
五
年
七
月
十
四
日
に
大
谷
大
学
に
お
い
て
、
第

九
回
中
村
元
イ
ン
ド
哲
学
カ
フ
ェ
「
ヨ
ー
ガ
の
世
界
～
生
と

死
と
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
半
の
「
生
ま
れ
な
い
た
め
に
生
き
る
～
ジ
ャ
イ
ナ
教
に

お
け
る
〈
十
二
の
観
想
／
実
修
〉
～
」
で
は
、
河
崎
豊
氏

（
大
谷
大
学
助
教
）
が
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
概
説
を
行
っ
た
後
、

十
一
～
十
二
世
紀
頃
に
活
躍
し
た
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
作

『
ヨ
ー
ガ
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
』
に
説
か
れ
た
十
二
種
の
実
修

法
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
方
法
は
、
「
輪
廻
」
（
＝
苦
）

か
ら
の
脱
出
を
目
的
と
し
て
、
「
世
界
は
無
常
」
で
あ
る
と

思
惟
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
「
目
覚
め
」
が
極
め
て
得
難
い

も
の
で
あ
る
と
感
得
す
る
こ
と
で
終
了
し
ま
す
。
こ
の
実
修

に
よ
っ
て
、
人
は
「
私
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
意
識
を
離

れ
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
対
し
て
平
静
と
な
り
、
煩
悩
と
い
う

火
が
消
え
去
り
、
「
目
覚
め
」
と
い
う
灯
明
が
輝
く
と
説
か

れ
て
い
ま
す
。

　
後
半
の
「
臨
床
と
い
う
場
に
接
し
て
」
で
は
、
西
岡
秀
爾
研
究
員
が
、
臨
床
の
現
場
で
の
経
験
に

基
づ
き
、
相
談
者
（
終
末
期
を
迎
え
て
い
る
方
々
）
と
援
助
者
と
の
関
わ
り
や
そ
の
問
題
点
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。
臨
床
に
お
け
る
相
談
で
は
、
二
つ
の
立
場
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
、
〈
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
立
場
〉
で
あ
り
、
「
死
ん
だ
ら
極
楽
に
行

け
ま
す
か
」
と
聞
か
れ
て
も
、
援
助
者
は
す
ぐ
に
答
え
を
提
供
せ
ず
、
「
あ
な
た
（
相
談
者
）
は
ど

う
思
わ
れ
ま
す
か
」
と
、
問
い
を
共
有
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
あ
く
ま
で
、
「
自
分
（
相
談
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
）
」
で
価
値
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
〈
宗
教
的
ケ
ア
の
立
場
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
り
、
援
助
者
の
信
仰
、
信
念
、
責
任
に
お
い
て
答
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
提
供
す
る
立
場
と
さ
れ
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
、
「
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
は
、
入
院
を
し
た
経
験
が
あ
る
が
、
病
状
の
重
い
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
も
の
ご
と
を
冷
静
に
考
え
る
余
裕
す
ら
な
か
っ
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
ご
意
見
や
「
イ
ン
ド
の
宗
教
は
、
人
生
を
否
定
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
考
え
る
傾
向
が
あ
る
が
、
も
っ
と
人
生
を
大
い
に
活
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
は
な
い
の
か
」
と
い
う
ご
質
問
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
の
公
開
研
究
部
会
講
座
は
「
生
と
死
と
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
間
存
在
の
根
源
的
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
七
名
に
の
ぼ
る
多
数
の
参
加
者
が
あ
り
、
盛
況
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　     

第
八
回 

中
村
元
イ
ン
ド
哲
学
カ
フ
ェ

             

　 

「
ヨ
ー
ガ
の
世
界 

～
身
体
の
治
療
法
～ 

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
五
年
一
月
十
三
日
に
大
谷
大
学
に
お
い
て
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
元
イ
ン
ド
哲
学
カ
フ
ェ
「
ヨ
ー
ガ
の
世
界
～
身
体
の
治
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
坐
禅
を
す
る
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秘
か
な
悩
み
で
あ
る
「
痔
」
が
テ
ー
マ
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
半
は
、
山
口
周
子
研
究
員
が
、
七
世
紀
半
ば
頃
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
で
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
『
療
痔
病
経
』
（
梵
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
典
は
未
発
見
、
チ
ベ
ッ
ト
語
と
漢
訳
が
残
る
）
を
取
り
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
、
そ
の
内
容
や
関
連
文
献
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
経
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
世
尊
が
ラ
ー
ジ
ャ
グ
リ
ハ
に
滞
在
中
、
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
僧
た
ち
が
痔
疾
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
き
、
こ
の
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
典
を
用
い
る
よ
う
に
勧
め
、
教
え
を
説
く
と
い
う
も
の
で
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
経
典
で
は
、
「
痔
」
は
、
肛
門
に
で
き
る
も
の
だ
け
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
く
、
眼
や
耳
、
背
中
や
関
節
に
で
き
る
疣
や
腫
れ
物
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
な
も
の
も
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
爪
の
甲
等
で
痔
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切
取
っ
て
は
な
ら
な
い
と
説
か
れ
、
痔
病
を
治
す
た
め
に
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
薬
あ
る
い
は
呪
文
を
用
い
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
こ
の
経
典
は
日
本
に
も
伝
わ
り
、
奈
良
時
代
に
書
写
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
記
録
が
あ
り
、
ま
た
平
安
時
代
の
『
医
心
方
』
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
江
戸
末
期
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
単
独
で
刊
行
さ
れ
る
一
方
、
真
言
宗
豊
山
派
の
僧
、
栄
性

(

一
七
六
八-

一
八
三
七)

に
よ
っ
て
『
療
痔
病
経
略
賛
』
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
参
考
文
献 : 

山
中

行
雄
他
「
仏
教
文
献
『
療
痔
病
経
』
と
そ
の
関
連
文
献
に
つ
い
て
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
五

十
七
巻
第
三
号
所
収
）
。 

　
後
半
は
、
佐
久
間
留
理
子
研
究
員
が
、
『
療
痔
病
経
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
医
療
と
呪
術
が

な
ぜ
結
び
つ
く
の
か
、
ま
た
医
療
と
呪
術
を
分
け
る
考
え
方
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
イ
ン
ド
で
は
、
紀
元
前
の
ヴ
ェ
ー
ダ
の
宗
教
の
時
代

か
ら
、
呪
術
を
用
い
て
災
い
を
除
き
、
福
を
招
く
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
紀
元
後
五

世
紀
頃
か
ら
密
教
が
興
隆
し
、
仏
教
の
中
に
も
呪
術
的
要
素
が
多
く
取
り
込
ま
れ
、
医
療
と
結
び

つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
『
療
痔
病
経
』
は
密
教
経
典
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
枠
で
は
ヴ
ェ
ー
ダ
以

来
の
呪
術
的
な
発
想
を
受
け
継
い
で
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
医
療
と
呪
術
を
分
け
る
考

え
方
は
、
西
洋
で
は
早
く
か
ら
出
現
し
、
紀
元
前
四
～
五
世
紀
の
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
医
者
ヒ
ポ
ク

ラ
テ
ス
に
み
と
め
ら
れ
ま
す
（
痔
の
治
療
法
に
つ
い
て
も
詳
し
い
記
述
を
残
し
て
い
ま
す
）
。
西

洋
と
比
べ
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
医
療
が
呪
術
か
ら
な
か
な
か
抜
け
出
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
原

因
の
一
つ
に
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
以
来
の
呪
術
に
対
す
る
根
強
い
信
仰
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
公
開
講
座
に
は
、
イ
ン
ド
伝
統
医
療
（
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
）
や
看
護
学
の
専
門
家
も

出
席
さ
れ
、
活
発
な
意
見
の
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　



平成2 5 年1 0 月1 0 日発行東方だより　第2 2 号

無断転載・複製を禁ず 編集・発行　公益財団法人中村元東方研究所5

　 

研
究
員
総
会

　
七
月
九
日
（
火
）
東
京
都
千

代
田
区
に
あ
る
学
士
会
館
に
お

い
て
第
七
回
研
究
員
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
総
会
は

当
研
究
所
の
更
な
る
発
展
の
た

め
、
研
究
員
が
一
同
に
会
し
交

流
を
深
め
つ
つ
互
い
に
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
　
　

　
当
日
は
約
三
十
名
の
研
究
員

が
出
席
し
、
前
田
理
事
長
の
挨

拶
に
始
ま
り
、
執
行
部
よ
り
研

究
員
に
対
す
る
通
達
・
要
請
事

項
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
の
後
、
研
究
会
の
運
営

な
ど
に
つ
い
て
研
究
員
間
で
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

・
五
月
十
七
日
（
金
）

　 

第
六
回
佛
教
文
化
講
演
会

　
　
上
野
敬
子
研
究
員

　
　
「
仏
教
の
普
遍
的
意
義
を
考
え
る

　
　
　 - 

中
村
元
の
思
想
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
も
の
」

　
　
吉
村
均
研
究
員

　
　
「
仏
陀
に
な
る
と
は
？

　
　
　 - 

イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
の
伝
統
か
ら
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　   (
於 : 
高
松
市 

法
恩
寺
）

・
五
月
二
十
六
日
（
日
）
～
　

　     

毎
月
第
四
日
曜
日
・
十
三
時
半
～
十
五
時
半

　 

鶴
岡
八
幡
宮
鶴
岡
文
庫
・
東
方
学
院
共
催
講
座
　

　
　
総
合
テ
ー
マ

　
　
「
中
村
元
『
大
乗
の
教
え
（
上
）
』
を
読
む
」

                                     (

於 : 

鶴
岡
八
幡
宮
境
内
）

・
八
月
三
日
（
土
）

　 

第
五
回
神
儒
仏
合
同
講
演
会
　

　
　 

「
心
の
通
い
あ
い
を
求
め
て - 

イ
ジ
メ
を
考
え
る
」

　
　
神
道 - 

小
林
一
成
先
生
（
太
平
山
神
社
宮
司
）

　
　
儒
学 - 

謡
口
明
先
生
（
文
教
大
学
文
学
部
教
授
）

　
　
仏
教 - 

神
仁
先
生
（
全
国
青
少
年
教
化
協
議
会
主
幹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　(

於 : 

神
田
明
神
祭
務
所
ホ
ー
ル
）

・
九
月
十
日
（
火
）

　 

第
一
回
イ
ン
ド
文
化
入
門 

　
　
「
ヨ
ー
ガ
へ
の
い
ざ
な
い
」 

（
於 : 

東
別
院
会
館
）
　
　

・
九
月
二
十
八
日
（
土
）
・
二
十
九
日
（
日
）

　 

ナ
マ
ス
テ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
二
〇
一
三 

（
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
講
演
）

　
　
的
場
裕
子
先
生
・
山
口
泰
司
先
生
（
東
方
学
院
講
師
）

　
　
佐
々
木
一
憲
・
高
柳
さ
つ
き
・
田
中
公
明
・
奈
良
修
一
・
林
慶
仁
・
吉
村
均 

各
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
於 : 

代
々
木
公
園
）
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平
成
二
十
三
年
度
　
芳
名
録
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

　
維
持
会
員

赤
井
士
郎
　
足
利
学
校
事
務
所
　
今
西
順
吉
　
小
笠
原
勝
治
　
風
間
敏
夫
　
金
田
泉
　
川
崎
信
定
　

久
間
泰
賢
　
黒
川
文
子
　
小
坂
機
融
　
小
島
岱
山
　
金
剛
院
仏
教
文
化
研
究
所
　

在
家
仏
教
こ
こ
ろ
の
研
究
所
　
斉
藤
敬
　
清
水
谷
善
圭
　
釈
悟
震
　(

株)

春
秋
社
　

淳
心
会(

日
野
紹
運)

　
末
廣
照
純
　
菅
原
信
海
　
鈴
木
一
馨
　
髙
﨑
直
道
　
高
松
孝
行
　
田
辺
和
子

田
村
晃
祐
　
千
葉
よ
し
子
　
中
央
学
術
研
究
所
　
千
綿
道
人
　
角
田
泰
隆
　
法
清
寺
　
奈
良
康
明
　

西
岡
祖
秀
　
羽
矢
辰
夫
　
仏
教
伝
道
協
会
　
前
田
專
學
　
前
田
式
子
　
松
本
照
敬
　

丸
井
浩
　
三
木
純
子
　
水
野
善
文
　
三
友
健
容
　
三
友
量
順
　
武
蔵
野
大
学
　
安
本
利
正
　

渡
邊
信
之
　
渡
邊
寶
陽
　
法
恩
寺(

藤
原
敏
文)

　
吉
田
宏
晢

　
賛
助
会
員

秋
葉
佳
伸
　
阿
部
敦
子
　
有
馬
賴
底
　
石
井
義
長
　
一
島
正
真
　
石
上
智
康
　
遠
藤
康
　
岡
﨑
英
雄

小
笠
原
隆
元
　
荻
山
貴
美
子
　
奥
住
毅
　
奥
田
聖
應(

清
明)

　
小
野
俊
彦
　
加
藤
妙
子
　
桂
紹
隆

金
田
静
江
　
菅
野
博
史
　
北
村
彰
宏
　
木
村
清
孝
　
久
保
田
磯
子
　
小
林
節
子
　
小
峰
立
丸
　

小
山
典
勇
　
近
藤
良
一
　
斎
藤
明
　
佐
久
間
留
理
子
　
桜
井
瑞
彦
　
桜
井
俊
彦
　
定
方
晟
　

島
田
外
志
夫
　
浄
土
真
宗
東
本
願
寺
派
本
山
東
本
願
寺
　
須
佐
知
行
　
鈴
木
勇
介
　
大
海
修
一
　

高
橋
審
也
　
田
上
太
秀
　
武
田
浩
学
　
立
花
ひ
ろ
子
　
田
中
良
昭
　
田
丸
淑
子
　
田
丸
守
也
　

田
村
久
雄
　
鶴
谷
志
磨
子
　(

株)

展
勝
地(

軽
石
昇)

　(

財)

徳
育
経
営
研
究
会
　
戸
田
裕
久
　
鳥
山
玲

長
野
市
南
長
野
仏
教
会
　
中
村
久
夫
　
中
村
保
志
孝
　
中
山
静
麿
　
成
田
山
新
勝
寺
　
西
尾
秀
生
　

西
川
高
史
　
西
宮
寛
　
日
本
ヨ
ー
ガ
学
会
会
長(

田
原
豊
道)

　
日
本
ヨ
ー
ガ
禅
道
院(

石
田
祐
雄)

花
岡
秀
哉
　
引
田
弘
道
　
日
隈
威
徳
　
久
富
幸
子
　
福
留
順
子
　
福
士
慈
稔
　

身
延
別
院(

藤
井
教
公)

　
藤
田
宏
達
　
藤
山
覚
一
郎
　
法
雲
寺(

水
谷
浩
志)
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    会員参加へのお願い

　当研究所では各種会員制度を設け、随時募集いたしております。会員には、機関誌『東方』をはじめと
する各種情報の提供が受けられる普通会員と、当研究所への支援を主な目的とする賛助会員、ならびに維
持会員がございます。

  ◇ 普通会員 ◇　年会費 ７千円
　　普通会員の皆様には、毎年一回発行される機関誌『東方』の他、当研究所主催の各種行事および会合
　　等に関するご案内をお送りいたしております。

  ◇ 賛助会員・維持会員 ◇　賛助会費 １口 １万円 ・維持会員 １口 ５万円
　　当研究所では賛助会員ならびに維持会員を募集いたしております。当研究所の趣旨にご賛同頂ける皆
　　様からのご協力をお待ちいたしております。なお、募金の趣旨をご理解の上、できうるかぎり複数口
　　のお申し込みを賜りたく存じます。なお、当研究所は、内閣総理大臣から「公益財団法人」として認
　　可を受けておりますので、ご寄付金額が２千円を超える場合には、その超えた金額が所得控除の対象
　　となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　＊ 詳細は公益財団法人中村元東方研究所事務局までお問い合わせください。
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公益財団法人中村元東方研究所からのお知らせ

 　

　　　　 　　公益財団法人の認定

　公益財団法人の申請が、昨年の平成2 4 年6 月2 7 日付けで内閣府より認
可されました。これに伴い、平成2 4 年7 月2 日付けをもちまして、従来の
「財団法人東方研究会」より「公益財団法人中村元東方研究所」へと名
称を変更することになりました。
　これはひとえに皆様方のご支援ご指導のたまものと衷心よりお礼を申
し上げます。
　これを機に中村元博士の創設の原点に立ち戻り、生きた学問としての
東洋思想の研究およびその成果の普及に、より一層精進してゆく所存で
ございます。今後とも温かいご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上
げます。

     公益財団法人 中村元東方研究所   
　　　　　　　 　　　　 　　  　　理 　　  事     　 長　  前田專學
　　　　　　　　　　 　 　　　     常 　 務　  理  　事     奈良康明
　　　　　　　　　　  　　　　     常務理事・事務局長　  丸井　浩
                                                                                                                                                   （平成２５年４月１日付）

　
　

　
　

　
   

                      　　　ホームページのご案内（ h t t p : / / w w w . t o h o . o r . j p  ）
　

　

・当研究所の目的・理念・歩み
・中村元博士の略歴・業績・著作文献目録
・東方学院（開講科目、講師紹介、著書紹介）
・当研究所（研究成果、研究員紹介、著書紹介）
・公開講座、イベントのお知らせ
・リレーエッセイ
・チャットの広場
・パブリックリレーションズ　等

　　　　様々な情報が随時公開されていますので、是非ともご覧ください。


